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住
宅
生
産
団
体
連
合
会
（
住
団
連
）
が
公
表
し
た
２
０
２
４
年
度
「
戸
建
注
文

住
宅
の
顧
客
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
２
４
年
度
の
平
均
建
築
費
は
４
７
６
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

２
４
年
度
の
平
均
建
築
費
は
４
７
６

０
万
円
、
土
地
を
含
む
住
宅
取
得
費
は

７
０
０
６
万
円
で
し
た
。
建
築
費
の
み

を
見
る
と
土
地
を
購
入
し
て
の
新
築
が

４
４
０
６
万
円
に
対
し
、
土
地
代
が
ほ

ぼ
か
か
ら
な
い
建
て
替
え
は
５
２
６
０

万
円
で
「
相
対
的
に
建
築
費
の
グ
レ
ー

ド
を
高
め
て
い
る
」
傾
向
が
伺
え
ま
し

た
。 戸

建
て
注
文
住
宅
の
建
築
費

平
均
４
７
６
０
万
円
に

同
調
査
は
２
０
０
０
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
今
回
が
２
５
回
目
。
新
た

に
土
地
を
購
入
し
た
顧
客
が
住
環
境

の
面
で
重
視
し
た
点
と
し
て
は
「
通

勤
通
学
な
ど
の
利
便
性
」
（
３

９
％
）
が
最
多
で
「
街
並
み
・
景

観
」
（
３
２
％
）
や
「
水
害
・
津
波

の
受
け
に
く
さ
」
（
３
２
％
）
「
敷

地
の
広
さ
や
陽
当
た
り
」
（
３

０
％
）
「
治
安
の
良
さ
」
（
２

７
％
）
が
続
い
て
お
り
、
利
便
性
だ

け
で
は
な
く
安
全
性
や
景
観
を
も
評

価
す
る
姿
勢
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

断
熱
・
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
活
用
講
座

日
時

５
月
15
日(

金)

・
16
日(

土)
 

10
時
～
11
時

場
所

プ
ラ
ザ
イ
ー
ス
ト
３
階
第
１
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

第
18
回
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭

日
時

５
月
30
日(

土)
 

10
時
～
12
時

場
所

㈱
高
橋
政
雄
設
計
事
務
所
駐
車
場

残
ク
レ
住
宅
ロ
ー
ン
始
ま
る

下
水
道
を
廃
止
し
、
浄
化
槽
に

例
え
ば
６
０
０
０
万
円
・
残
価
（
売

却
想
定
額
）
１
８
０
０
万
円
を
３
５
年

間
借
り
た
場
合
、
通
常
の
住
宅
ロ
ー
ン

で
は
毎
月
約
１
６
万
円
の
返
済
に
な
る

と
こ
ろ
、
残
ク
レ
住
宅
ロ
ー
ン
で
は
約

１
４
万
円
に
な
り
毎
月
２
万
円
が
抑
え

住
宅
価
格
高
騰
へ
の
新
た
な
対
策
と
し
て
２
０
２
６
年
３
月
に
「
残
価
設
定
型
住

宅
ロ
ー
ン
」
が
始
ま
り
ま
す
。
車
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
購
入
で
広
く
使
わ
れ
る
ロ
ー
ン

で
、
将
来
の
売
却
想
定
額
で
あ
る
「
残
価
」
を
元
本
か
ら
毎
月
差
し
引
き
返
済
額
を

抑
制
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

れ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
３
５
年
が
経
過

し
た
後
も
残
価
１
８
０
０
万
円
の
利
息
分

２
・
７
万
円
を
毎
月
返
済
し
続
け
る
必
要

が
あ
り
、
総
返
済
額
は
通
常
の
住
宅
ロ
ー

ン
よ
り
も
多
く
な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

に
注
意
で
す
。

国
交
省
は
人
口
減
少
地
域
の
下
水
道

を
廃
止
し
、
各
家
庭
の
浄
化
槽
に
よ
る

個
別
処
理
に
転
換
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
国
交
省
に
よ
る
と
、
１
立
方
㍍
の

汚
水
を
処
理
す
る
費
用
は
人
口
１
万
人

未
満
の
自
治
体
で
２
３
５
円
、
人
口
３

０
万
人
以
上
の
自
治
体
で
１
３
６
円
で

し
た
。
月
に
２
０
立
方
㍍
の
標
準
的
な

家
庭
で
比
べ
る
と
２
０
０
０
円
近
く
の
差

に
な
り
ま
す
。
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
や
台
所
、

浴
室
の
排
水
を
微
生
物
が
浄
化
し
、
処
理

し
た
水
は
川
な
ど
に
流
し
、
た
ま
っ
た
汚

泥
は
定
期
的
に
汲
み
取
り
ま
す
。

国
交
省
に
よ
る
と
全
国
で
１
１
７
５
万

人
が
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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電
気
代
、
昼
の
３
時
間
無
料
へ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
２
０
２
６
年
７
月
、
昼
の
最
低

３
時
間
、
電
気
料
金
を
無
料
に
す
る
よ
う
電
力
会
社
に
義
務

付
け
ま
す
。
太
陽
光
発
電
の
普
及
で
昼
の
電
力
供
給
が
需
要

を
上
回
っ
て
い
る
の
が
理
由
で
す
。
再
エ
ネ
需
給
の
ひ
ず
み

が
世
界
中
で
問
題
と
な
る
な
か
、
無
料
ま
で
踏
み
切
る
の
は

珍
し
い
試
み
で
す
。

ま
ず
一
部
の
州
で
始
め
、
対
象
地

域
を
拡
大
し
ま
す
。
無
線
通
信
機
能

を
も
つ
電
力
計
「
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
」
を
も
つ
全
世
帯
が
無
料
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
自
宅
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
し
て
い
な
く
て
も
無
料
と

な
り
ま
す
。
人
口
約
２
７
０
０
万
人

の
国
内
で
４
０
０
万
を
超
え
る
世
帯

が
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
て
今

後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
は
昼
に
発
電
し
ま
す
。
一

方
家
庭
の
電
力
が
増
え
る
の
は
帰
宅

す
る
夕
方
以
降
で
す
。
そ
の
た
め
昼

は
電
力
供
給
が
需
要
を
上
回
り
ま
す
。

需
給
が
一
致
し
な
い
と
大
停
電
が
起

き
て
し
ま
い
ま
す
。
昼
の
電
気
料
金

Ｊ
Ｒ
武
蔵
浦
和
駅
徒
歩
１
０
分
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
３
６
０
０
人
が
通
学
予
定

の
大
型
小
中
一
貫
校
が
２
０
２
８
年
の

開
校
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
工
事

が
始
ま
る
兆
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０

２
５
年
度
の
着
工
を
目
指
し
て
２
回
に

わ
た
っ
て
入
札
を
し
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
応
じ
る
建
設
会
社
は
現
れ
ず
、
開

校
を
２
０
３
０
年
に
ず
ら
し
、
３
回
目

の
入
札
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。２

０
２
９
年
度
に
供
用
開
始
予
定

だ
っ
た
中
央
区
の
５
０
０
０
人
規
模
の

ア
リ
ー
ナ
建
設
は
２
０
２
５
年
１
２
月

に
計
画
が
白
紙
に
な
り
ま
し
た
。
２
０

２
５
年
１
月
に
入
札
を
行
い
ま
し
た
が
、

入
札
参
加
者
が
辞
退
、
総
事
業
費
は

５
２
億
円
か
ら
１
３
０
億
円
に
上
昇
し

て
お
り
、
さ
ら
な
る
財
政
負
担
の
増
加

を
考
慮
し
て
再
検
討
を
決
め
ま
し
た
。

建
設
会
社
が
決
ま
ら
な
い
要
因
は
自

治
体
の
予
定
価
格
で
は
企
業
は
赤
字
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は

条
件
の
良
い
東
京
に
労
働
者
が
流
れ
て

い
て
、
人
手
不
足
で
受
注
を
控
え
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

埼
玉
県
や
さ
い
た
ま
市
で
は
老
朽
化

し
た
庁
舎
の
建
て
替
え
と
い
う
大
型
の

施
設
整
備
計
画
が
進
行
中
で
す
。
時
間

が
経
過
す
る
ほ
ど
事
業
費
は
膨
れ
上
が

り
ま
す
が
、
自
治
外
の
財
源
は
限
ら
れ

ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要

な
公
共
施
設
を
維
持
す
る
た
め
の
知
恵

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
公
共
施
設
頓
挫
相
次
ぐ

さ
い
た
ま
市
で
公
共
施
設
の
建
設
が
頓
挫
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
南

区
の
小
中
一
貫
校
は
応
札
す
る
建
設
業
者
が
現
れ
ず
開
校
延
期
に
。
中
央
区
の
ア

リ
ー
ナ
建
設
は
計
画
自
体
が
白
紙
に
。
人
出
不
足
や
資
材
高
騰
な
ど
全
国
共
通
の
難

題
に
加
え
、
東
京
都
内
で
続
く
、
民
間
再
開
発
と
競
合
す
る
地
理
的
条
件
も
重
荷
と

な
っ
て
い
ま
す
。

都
内
再
開
発
に
競
り
負
け
か

を
無
料
に
し
、
消
費
者
が
昼
に
家
電

を
使
っ
た
り
電
気
自
動
車
を
充
電
し

た
り
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。
た
だ
し
、

曇
り
や
雨
の
場
合
は
、
太
陽
光
の
発

電
量
が
減
り
電
力
が
ひ
っ
迫
す
る
懸

念
も
あ
り
ま
す
。

電
力
市
場
で
発
電
事
業
者
が
小
売

業
者
や
需
要
家
に
お
金
を
支
払
っ
て

電
力
を
引
き
取
っ
て
も
ら
う
「
マ
イ

ナ
ス
価
格
」
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
・
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
な

ど
太
陽
光
発
電
が
進
む
国
・
地
域
で

は
マ
イ
ナ
ス
価
格
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
電
力
会
社
が
出
力

抑
制
し
て
供
給
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。



公
示
地
価
は
1
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
の
土
地
の
価
格
を
毎
年
3
月
に
公
表

す
る
。
一
般
の
土
地
売
買
、
公
共
事
業

用
地
の
取
得
価
格
な
ど
の
指
標
と
な
っ

て
い
る
。

住
宅
地
で
上
昇
率
が
最
も
高
か
っ
た

の
は
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
2
丁

国
土
交
通
省
が
３
月
１
７
日
に
発
表
し
た
埼
玉
県
内
の
２
０
２
６
年
の
公
示
地
価

（
1
月
1
日
時
点
）
は
、
平
均
で
住
宅
地
が
前
年
比
2
・
0
％
、
商
業
地
は
同
３
・

２
％
上
昇
し
た
。
と
も
に
上
昇
は
5
年
連
続
。
住
宅
地
は
東
京
都
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
好
な
県
南
部
が
上
昇
し
た
。

目
の
１
１
・
6
％
。
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
前
周
辺

の
再
開
発
が
進
み
、
売
買
価
格
1
億
円
以

上
の
部
屋
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
相
次
い

で
誕
生
し
て
い
る
。

県
土
地
水
政
策
課
は
「
駅
の
近
く
や
徒

歩
圏
内
が
継
続
的
に
伸
び
て
お
り
、
そ
の

外
側
の
地
域
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。
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埼
玉
県
公
示
地
価 

住
宅
地
５
年
連
続
上
昇

住
所
等
変
更
登
記
が
４
月
か
ら
義
務
化

す
べ
て
の
不
動
産
所
有
者
を
対
象
に
、

４
月
か
ら
「
住
所
等
変
更
登
記
の
義
務

化
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
引
越
し
や
結

婚
な
ど
で
登
記
し
て
あ
る
所
有
者
の
住

所
・
氏
名
（
法
人
は
名
称
）
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
、
2
年
以
内
に
変
更
登
記

を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
不
動
産
登
記
簿
だ
け
で
は
所

有
者
が
判
明
し
な
い
、
あ
る
い
は
判
明

し
て
も
所
有
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
「
所

有
者
不
明
土
地
」
の
増
加
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
国

は
不
動
産
登
記
制
度
を
見
直
し
、
２
０
２

４
年
4
月
に
相
続
登
記
を
義
務
化
し
ま
し

た
。
２
０
２
６
年
4
月
か
ら
の
住
所
等
変

更
登
記
の
義
務
化
は
、
こ
れ
に
続
く
も
の

で
す
。
違
反
者
に
は
5
万
円
以
下
の
過
料

の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

浦
和
・
大
宮
・
川
口
で
伸
び

す
べ
て
の
不
動
産
所
有
者
対
象

相
続
空
き
家
、
放
置
は
負
担
重
く

早
期
の
話
し
合
い
で
対
応
模
索

全
国
で
９
０
０
万
戸
あ
る
空
き
家
。

深
刻
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
早
め

の
対
応
が
不
可
欠
。
空
き
家
相
続
前
の

話
し
合
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、

空
き
家
の
ま
ま
の
割
合
が
減
る
と
の
調

査
も
あ
り
、
逆
に
放
置
す
れ
ば
、
自
分

の
家
計
に
も
、
周
辺
に
も
経
済
的
損
失

が
及
び
か
ね
な
い
。

空
き
家
を
長
く
保
有
す
れ
ば
、
そ
の

分
コ
ス
ト
負
担
は
増
え
る
。
一
般
的
に

固
定
資
産
税
や
光
熱
費
、
水
道
代
、
火

災
保
険
料
が
か
か
り
、
庭
付
き
な
ら
剪

定
費
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
管
理
費
や
修

繕
積
立
金
も
い
る
。

税
制
面
で
も
不
利
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
相
続
空
き
家
を
売
却
し
た
場
合
、

税
負
担
を
抑
え
る
制
度
が
あ
る
が
、
一

定
期
間
内
の
売
却
が
必
要
で
長
期
間
、

話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
利
用
機

会
を
失
う
。

制
度
は
主
に
２
つ
。
一
定
条
件
を
満

た
す
戸
建
て
の
売
却
時
に
受
け
ら
れ
る

「
３
０
０
０
万
円
特
別
控
除
」
と
、
相

続
税
が
か
か
っ
た
場
合
、
納
め
た
税
の

一
定
額
を
取
得
費
に
加
算
し
て
税
負
担

を
抑
え
る
「
取
得
費
加
算
特
例
」
。
２

つ
の
併
用
不
可
。

一
方
で
３
０
０
０
万
円
特
別
控
除
が

適
用
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
取
得
費

加
算
特
例
な
ら
使
え
る
例
が
あ
り
、
早

く
情
報
を
つ
か
み
、
比
較
し
な
い
と
最

適
な
選
択
も
困
難
に
な
る
。

実
際
は
ど
う
す
れ
ば
早
く
対
応
で
き

る
の
か
。
選
択
肢
は
主
に
4
つ
。
自
分

か
親
族
が
住
む
、
売
る
、
貸
す
、
そ
れ

ら
い
ず
れ
も
が
無
理
な
場
合
、
解
体
な

ど
諸
条
件
を
満
た
し
て
土
地
を
国
へ
渡

す
「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
」
が
あ
る
。

一
方
、
制
度
に
該
当
し
な
い
空
き
家
も

多
く
必
ず
し
も
簡
単
に
使
え
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
安
易

に
使
え
る
と
期
待
は

し
な
い
方
が
無
難
で

あ
る
。



●所在地 埼玉県さいたま市緑区中尾２７０
●ＴＥＬ ０４８-８７３-４２４４
●ＦＡＸ ０４８-８７３-８４８９
●保有資格 一級建築士

二級建築施工管理技士
宅地建物取引士
賃貸不動産経営管理士
ブロック塀診断士
福祉住環境コーディネーター２級
住宅省エネルギー設計技術者
住宅省エネルギー施工技術者
既存住宅状況調査技術者
震災建築物被災度区分判定・復旧技術者
埼玉県被災建築物応急危険度判定士
埼玉県被災宅地危険度判定士
埼玉県木づかいコーディネーター
埼玉県木づかい耐震エコリフォーム相談員
耐震診断・耐震改修技術者
さいたま市耐震診断員（耐震診断資格者）
防災士
甲種防火管理者
簿記２級
ファイナンシャルプランニング技能士３級
少額短期保険募集人

この通信は日経新聞･新建ハウジング等の資料を基に作成しています。

●設立 １９８４年２月（昭和５９年）
●従業員数 ６名
●定休日 木・日・祝祭
●免許 一級建築士事務所

埼玉県知事登録（８）第２８０９号
建設業
埼玉県知事許可（般ｰ５）第３６１１５号
宅地建物取引業
埼玉県知事許可（９）第１３５５０号

●取引金融機関 川口信用金庫
埼玉縣信用金庫
武蔵野銀行

●加入団体 一般社団法人埼玉県建築士事務所協会
一般社団法人ＪＢＮ（全国工務店協会）
埼玉県住まいづくり協議会（リフォーム）
埼玉木造建築協会
さいたま家づくりネットワーク
さいたま断熱改修会議
公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会
一般社団法人全国賃貸不動産管理業協会
さいたま商工会議所

〒3 36 -0 932 埼玉県さいたま市緑区中尾2 7 0
T E L 0 4 8 - 8 7 3 - 4 2 4 4 F A X 0 4 8 - 8 7 3 - 8 4 8 9

●商号 株式会社高橋政雄設計事務所
●代表取締役 高橋佑輔
●資本金 ２，０００万円
●業務内容

【設計】 長期優良住宅  ゼロエネルギー住宅
インスペクション  耐震診断・補強設計

【工事】 長期優良住宅  ゼロエネルギー住宅
リフォーム  リノベーション
耐震補強  空き家再生

【不動産】 売買・仲介・賃貸  賃貸住宅管理
駐車場管理  空き家再生
家まもり

令和8年4月発行 (vol.74) ふ れ あ い 通 信 株式会社高橋政雄設計事務所

こんにちは、酒井です
今回は、モデルハウスの地盤改良の際に使用した材料につい
てご紹介したいと思います 左のイラストのようなイメージで、
地盤改良をしているのですが、使っている杭は、

福島県産 杉丸太（環境パイル（S）工法） ※４４本使用
え、コンクリートじゃないの？

木製の杭…大丈夫？ と心配な方もいらっしゃるかと思います
が、 木杭の歴史は古く、東京駅・丸の内駅舎復元工事の際
に、その地盤からは多くの松の木杭が見つかり、調査をしたと
ころそのほとんどは腐食していなかったとの事。100年近く駅舎
を支え、関東大震災をも乗り越え、強度にも問題がないのが
分かります
環境にも配慮されており、木杭は解体時に撤去する必要がな
いといわれているんです 資源の有効活用やエネルギー効
率の高い設計、環境に優しい部材の使用などを重視した家づ
くりを心掛けています100年近く駅舎を支えてきた木杭

これが入っています
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